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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被験者の脳の活動状態のデータを取得するＭＲＩ、ＮＩＲＳまたはＭＥＧと；
　上記ＭＲＩ、ＮＩＲＳまたはＭＥＧにおける被験者の鼻の位置に所定のにおいを供給す
る経路を形成する供給管であって、非磁性の供給管と；
　上記被験者の鼻の位置に所定時間、所定のにおいを供給した後に、上記被験者の鼻の近
傍に存在している上記所定のにおいを消去する消臭手段と；
　上記被験者の鼻の位置に存在している空気を排出する排出管と；
　を有し、上記消臭手段は、上記被験者の鼻の近傍に光を導く光導路によって導かれた光
であることを特徴とする脳の活動状態測定装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　上記光導路に光を供給する光源を有することを特徴とする脳の活動状態測定装置。
【請求項３】
　請求項１において、
　上記消臭手段は、上記被験者の鼻の近傍に光を導く光導路によって導かれた光と、上記
人の鼻の近傍に設けられている光触媒とであることを特徴とする脳の活動状態測定装置。
【請求項４】
　請求項３において、
　上記光触媒は、シートに塗布され、この塗布されている上記光触媒に上記光が照射され
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ることを特徴とする脳の活動状態測定装置。
【請求項５】
　請求項４において、
　上記シートは、透明のシートまたは透孔を有するシートであることを特徴とする脳の活
動状態測定装置。
【請求項６】
　請求項１において、
　上記においを上記被験者に嗅がせる場合、最初に嗅がせるにおいを上記被験者の鼻に供
給する前に、芳香の空気を上記被験者の鼻に供給する手段を有することを特徴とする脳の
活動状態測定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、脳の活動状態測定装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　被験者の嗅覚と脳の活動状態との関係を測定する場合、ＭＲＩに被験者をセットし、こ
の被験者に所定のにおいを嗅がせ、このときにＭＲＩで被験者の脳の活動を測定すること
が知られている。
【０００３】
　上記従来例において被験者に所定のにおいを嗅がせる場合、所定のにおいの分子が印刷
されている手のひらサイズのカードを被験者に渡し、上記カードに指で圧力を与えさせ、
これによって、上記カードから所定のにおいが押し出され、このにおいを被験者が嗅ぐ（
たとえば、非特許文献１参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【非特許文献１】<http://www.asahi.com/health/news/TKY201001260211.html>
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　上記従来例では、一旦発生したにおいを消去することができないという問題がある。
【０００６】
　つまり、あるにおいを発生し、被験者にそのにおいを嗅がせた後に、新たなにおいを被
験者に嗅がせる場合、１つ目のにおいが被験者の鼻の近傍に残っているので、新たなにお
いそのものではなく、別のにおいを被験者が嗅いだことと同じであり、においに対する被
験者の脳の活動状態のデータの正確性を担保することができないという問題がある。
【０００７】
　本発明は、複数のにおいを被験者が順次、嗅いだ場合、においに対する被験者の脳の活
動状態のデータの正確性を担保することができる脳の活動状態測定装置を提供することを
目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本願の脳の活動状態測定装置は、被験者の脳の活動状態のデータを取得するＭＲＩ、Ｎ
ＩＲＳまたはＭＥＧと、上記ＭＲＩ、ＮＩＲＳまたはＭＥＧにおける被験者の鼻の位置に
所定のにおいを供給する経路を形成する供給管であって、非磁性の供給管と、上記被験者
の鼻の位置に所定時間、所定のにおいを供給した後に、上記被験者の鼻の近傍に存在して
いる上記所定のにおいを消去する消臭手段と、上記被験者の鼻の位置に存在している空気
を排出する排出管とを有し、上記消臭手段は、上記被験者の鼻の近傍に光を導く光導路に
よって導かれた光であることを特徴とする。
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【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、あるにおいを発生し、被験者にそのにおいを嗅がせた後に、新たなに
おいを被験者に嗅がせる場合、１つ目のにおいが被験者の鼻の近傍に残らないので、にお
いに対する被験者の脳の活動状態のデータの正確性を担保することができるという効果を
奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１０】
【図１】本発明の実施例１である脳の活動状態測定装置１００を示す図である。
【図２】脳の活動状態測定装置１００におけるにおい処理装置１０の詳細を被験者Ｐとと
もに示す図である。
【図３】上記実施例における制御装置５０の動作を示すフローチャートである。
【図４】上記実施例における制御装置５０の別の動作を示すフローチャートである。
【図５】上記実施例における制御装置５０のさらに別の動作を示すフローチャートである
。
【図６】上記実施例におけるにおい処理装置１０の変形例であるにおい処理装置１０ａを
示す断面図である。
【図７】図６のＶＩＩ－ＶＩＩ線から見た断面図である。
【図８】上記実施例におけるにおい処理装置１０の別の変形例であるにおい処理装置１０
ｂを示す断面図である。
【図９】図８のＩＸ－ＩＸ線から見た断面図である。
【図１０】上記実施例におけるにおい処理装置１０のさらに別の変形例であるにおい処理
装置１０ｃを示す断面図である。
【図１１】図１０のＸＩ－ＸＩ線から見た断面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１１】
　発明を実施するための形態は、次の実施例である。
【実施例１】
【００１２】
　図１は、本発明の実施例１である脳の活動状態測定装置１００を示す図である。
【００１３】
　脳の活動状態測定装置１００は、準備室Ｒ１と、ＭＲＩ室Ｒ２とを有する。準備室Ｒ１
には、におい処理装置１０と、記憶装置３０と、表示装置４０とが設けられている。
【００１４】
　ＭＲＩ室Ｒ２には、ＭＲＩ２０が設けられ、この中に被験者Ｐが横たわっている。なお
、ＭＲＩ２０は、核磁気共鳴または磁気共鳴ともいわれるものである。
【００１５】
　図２は、脳の活動状態測定装置１００におけるにおい処理装置１０の詳細を被験者Ｐと
ともに示す図である。
【００１６】
　なお、以下の記載において、においは単独では存在せず、においの分子が空気に含まれ
、これが、供給管１２、開口Ｈ１、Ｈ２を通過し、被験者Ｐの鼻の内部に達し、被験者の
呼気とともに、排出管１３を介して、吸引装置１４に達するが、におい分子が含まれてい
る空気を、説明の都合上、単に「におい」と表現する。
【００１７】
　一般に、ｆ－ＭＲＩ（ｆａｎｃｔｉｏｎａｌ　ＭＲＩ）は、被験者に刺激を与える刺激
装置との同期を取って断層データを取得するＭＲＩであり、脳の活動状態測定装置１００
は、上記刺激装置として視覚刺激を行うものである。また、ＭＲＩ２０は、μ秒オーダー
で１枚の断層データを取得する。
【００１８】
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　におい処理装置１０は、におい発生装置１１と、供給管１２と、排出管１３と、吸引装
置１４とを有する。
【００１９】
　におい発生装置１１は、セラミック１１１とにおい発生部材１１２とを有する。
【００２０】
　におい処理装置１０に供給管１２が接続され、供給管１２に開口Ｈ１、Ｈ２が設けられ
、開口Ｈ１、Ｈ２が被験者Ｐの鼻に挿入されている。
【００２１】
　供給管１２は、ＭＲＩ２０における被験者Ｐの鼻の位置に所定のにおいを供給する経路
を形成する管であって、非磁性の管である。つまり、供給管１２は、におい発生装置１１
から、ＭＲＩ２０における被験者Ｐの鼻の位置に至る経路に設けられている管である。
【００２２】
　なお、におい発生装置１１の代わりに、におい貯蔵タンクを設けるようにしてもよい。
また、供給管１２は、入口端１２１と、開口Ｈ１ 、Ｈ１２とを有する。排出管１３は、
出口端１３１とを有する。
【００２３】
　入口端１２１は、供給管１２の一端であり、におい発生装置１１の筐体に接続されてい
る。
【００２４】
　開口Ｈ１ 、Ｈ１２は、供給管１２の途中に設けられ、開口Ｈ１ 、Ｈ１２の近傍は突起
状を有し、その先端がやや細い断面台形状を有し、被験者Ｐの鼻に挿入される。なお、上
記突起状の先端部分に穴が設けられ、この穴を介して、供給管１２に存在するにおい成分
が被験者Ｐの鼻に入り、被験者Ｐがそのにおいを嗅覚で検知する。また、上記穴を介して
、被験者Ｐの呼気が鼻から吸収される。また、開口Ｈ１ 、Ｈ１２の近傍の形状は、曲面
を有するようにし、たとえば、半球状（断面が半円状）であってもよい。
【００２５】
　出口端１３１は、排出管１３の他端であり、吸引装置１４に接続されている。
【００２６】
　吸引装置１４は、ポンプ機能を有し、供給管１２に存在しているにおい成分と、被験者
Ｐの呼気とを吸引する。また、吸引装置１４の内部に活性炭１４１等のにおい粒子吸着部
材が設けられている。活性炭１４１は、被験者の鼻の近傍に存在している所定のにおいを
消去する消臭手段であり、上記所定のにおいを吸着するにおい粒子吸着部材の例である。
【００２７】
　記憶装置３０は、におい処理装置１０が発生しているにおいのＩＤであるにおいＩＤの
情報を、におい処理装置１０または制御装置５０から受信し、記憶する。また、記憶装置
３０は、におい処理装置１０が発生したにおいを被験者Ｐが嗅いだときにおける脳の活動
状態のデータをＭＲＩ２０から受信し、この脳の活動状態のデータと対応するにおいＩＤ
とを記憶する。
【００２８】
　表示装置４０は、記憶装置３０に記憶されている脳の活動状態のデータに対応する脳の
断層写真を表示する。
【００２９】
　制御装置５０は、ＣＰＵ等で構成され、脳の活動状態測定装置１００の全体を制御する
。また、制御装置５０は、被験者Ｐの呼吸に同期して、被験者Ｐの脳の活動状態のデータ
を、ＭＲＩ２０に取得させる制御手段である。さらに、制御装置５０は、被験者Ｐの吸気
に同期して、被験者Ｐの脳の活動状態のデータを、ＭＲＩ２０に取得させる制御手段であ
る．この場合、被験者Ｐの吸気の開始に同期して、被験者Ｐの脳の活動状態のデータを、
ＭＲＩ２０に取得させることが望ましいが、吸気の開始から終了の間の所定のタイミング
に同期して、被験者Ｐの脳の活動状態のデータを、ＭＲＩ２０に取得させるようにしても
よい。
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【００３０】
　そして、制御装置５０は、被験者Ｐの心拍に同期して、被験者Ｐの脳の活動状態のデー
タを、ＭＲＩ２０に取得させる制御手段である。この場合、被験者Ｐの心臓の収縮に同期
して、被験者Ｐの脳の活動状態のデータを、ＭＲＩ２０に取得させることが望ましい。
【００３１】
　また、においを被験者Ｐに嗅がせる場合、健常者がにおいを嗅ぎ分ける程度の時間のみ
、被験者Ｐの鼻に上記においを供給する。つまり、健常者がにおいを嗅ぎ分ける程度の時
間のみ、におい発生装置１１においてにおいを発生し、また、上記時間に多少の時間を加
えた時間、吸引装置１４がにおいを吸引する。
【００３２】
　次に、上記実施例の動作について説明する。
【００３３】
　図３は、上記実施例における制御装置５０の動作を示すフローチャートである。
【００３４】
　まず、Ｓ０で、前処理を実行する。つまり、被験者Ｐの心を静めるために、たとえばラ
ベンダーのにおいを、供給管１２を介して開口Ｈ１ 、Ｈ２に送り、その後に、空気洗浄
する（無臭の空気を開口Ｈ１ 、Ｈ２に送る）。開口Ｈ１ 、Ｈ２にラベンダーのにおい、
無臭の空気を送る場合、供給管１２の入口端１２１をラベンダー収納ケース（図示せず）
、無臭の空気収納ケース（図示せず）に接続し、吸引装置１４に吸引させ、空気洗浄が終
了すると、吸引を終了する。なお、上記前処理において、ラベンダーの代わりに他の芳香
を使用するようにしてもよい。
【００３５】
　そして、Ｓ１で、制御装置５０が、図示しない通電手段を制御し、におい処理装置１０
におけるセラミック１１１に通電し、セラミック１１１が振動を開始し、におい発生部材
１１２がにおいを発生する。Ｓ２で、吸引装置１４に吸引を開始させる。Ｓ３で、吸引開
始から第１の所定時間が経過した後に、ＭＲＩ２０に脳の活動状態のデータ（断層写真）
を出力させる。つまり、所定のにおいを被験者Ｐが嗅いでいる動作と、脳の活動状態のデ
ータを出力させる動作（脳の断層写真を撮影する動作）とを同期させる。
【００３６】
　Ｓ４で、発生したにおいのＩＤであるにおいＩＤと、これに対応する脳の活動状態のデ
ータとを記憶装置３０に記憶させる。Ｓ５で、吸引開始から第２の所定時間が経過した後
に、セラミック１１１への通電を終了し、セラミック１１１の振動を停止する。
【００３７】
　その後に、Ｓ６で、他のにおいについて脳の活動状態のデータを取得必要がないと判断
されれば、Ｓ７で、吸引装置１４に吸引を終了させる。
【００３８】
　なお、においを被験者Ｐに嗅がせる場合、健常者がにおいを嗅ぎ分ける程度の時間のみ
、被験者Ｐの鼻に上記においを供給する。つまり、健常者がにおいを嗅ぎ分ける程度の時
間のみ、におい発生装置１１においてにおいを発生し、また、上記時間に多少の時間を加
えた時間、吸引装置１４がにおいを吸引する。
【００３９】
　上記実施例によれば、ＭＲＩ２０における被験者Ｐの鼻の位置に所定のにおいを供給す
る経路を非磁性の管で構成するので、ＭＲＩ２０の動作に磁気的なノイズを発生すること
がない。また、ＭＲＩ２０における被験者Ｐの鼻の位置に所定のにおいを供給する経路を
供給管１２による閉空間としたので、被験者Ｐに定量的ににおいを供給することができ、
におい発生源と鼻との距離を一定に保つことが容易であり、鼻に到達するにおいの濃度（
量）を一定に維持することが容易であり、さらに、においを発生するタイミングを一定に
することが可能であり、したがって、においに対する被験者Ｐの脳の活動状態のデータの
正確性を担保することができる。
【００４０】
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　また、上記実施例において、消臭手段が設けられているので、あるにおいを発生し、被
験者Ｐにそのにおいを嗅がせた後に、新たなにおいを被験者Ｐに嗅がせる場合、１つ目の
においが被験者Ｐの鼻の近傍に残らないので、においに対する被験者Ｐの脳の活動状態の
データの正確性を担保することができる。
【００４１】
　また、上記実施例において、所定のにおいを被験者Ｐに嗅がせる場合、最初に嗅がせる
においを被験者Ｐの鼻に供給する前に、ラベンダー等の芳香または無臭の空気を被験者Ｐ
の鼻に供給するので、被験者Ｐの嗅覚をリセットすることができる。
【００４２】
　一方、Ｓ６で、他のにおいについて脳の活動状態のデータを取得する必要があると判断
されれば、Ｓ８で、異なるにおい発生部材１１２について、上記ステップＳ１～Ｓ５の処
理を実行し、Ｓ６に戻る。たとえば、におい処理装置１０が、複数のにおい発生装置１１
を設け、その中に設置されるにおい発生部材１１２を互いに異なるものにする。たとえば
、１つ目のにおい発生部材１１２は、レモンのにおいを発生する部材であり、２つ目のに
おい発生部材１１２は、バナナのにおいを発生する部材であるとする。においとして、果
物のにおいだけでなく、ラベンダー等の花のにおい、酒のにおい、香水のにおい、アンモ
ニア等の薬品のにおい等、種々のにおいを用意するようにしてもよい。
【００４３】
　このように複数のにおいを使用すれば、複数のにおいのそれぞれを被験者Ｐが嗅いだと
きにおける脳の活動状態のデータを、個別に取得することができる。
【００４４】
　なお、複数のにおいについて測定する場合、前処理（Ｓ０）と同じ処理を、新たなにお
いを発生する前（Ｓ１の前）に毎回、実行するようにしてもよい。この場合、新たなにお
いを発生する前（Ｓ１の前）に、ラベンダーのにおいを被験者Ｐに嗅がせずに、空気洗浄
のみを実行するようにしてもよい。
【００４５】
　図４は、上記実施例における制御装置５０の別の動作を示すフローチャートである。
【００４６】
　図４に示す動作は、基本的には図３に示す動作と同じであり、図３において、Ｓ３の処
理の代わりに、Ｓ１３の処理を実行する動作である。Ｓ１３で、吸引開始後であって、被
験者Ｐの呼吸に同期して、ＭＲＩ２０に脳の活動状態のデータ（断層写真）を出力させる
。この場合、被験者Ｐの呼吸を検出する呼吸センサを被験者Ｐに設け、この呼吸センサか
ら被験者Ｐの呼吸状態を検出する必要がある。この場合、被験者Ｐの吸気に同期して、被
験者Ｐの脳の活動状態のデータを、ＭＲＩ２０に取得させるようにしてもよい。また、被
験者Ｐの吸気の開始（または呼気の開始から所定時間が経過した後のタイミング）に同期
して、被験者Ｐの脳の活動状態のデータを、ＭＲＩ２０に取得させれば、対象のにおいを
被験者Ｐが充分に吸い、鼻の中の受容体ににおいの分子が吸着する可能性が高いので、被
験者Ｐの吸気の開始（または呼気の開始から所定時間が経過した後のタイミング）に同期
して、被験者Ｐの脳の活動状態のデータを、ＭＲＩ２０に取得させることが望ましい。し
かし、吸気の開始から終了の間の所定のタイミングに同期して、被験者Ｐの脳の活動状態
のデータを、ＭＲＩ２０に取得させるようにしてもよい。
【００４７】
　図５は、上記実施例における制御装置５０のさらに別の動作を示すフローチャートであ
る。
【００４８】
　図５に示す動作は、基本的には図３に示す動作と同じであり、図３において、Ｓ３の処
理の代わりに、Ｓ２３の処理を実行する動作である。Ｓ２３で、吸引開始後であって、被
験者Ｐの心拍に同期して、ＭＲＩ２０に脳の活動状態のデータ（断層写真）を出力させる
。この場合、被験者Ｐの心拍を検出する心拍センサを被験者Ｐに設け、この心拍センサか
ら被験者Ｐの心拍を検出する必要がある。この場合、被験者Ｐの心臓の収縮に同期して、
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被験者Ｐの脳の活動状態のデータを、ＭＲＩ２０に取得させるようにしてもよい。
【００４９】
　ＭＲＩ２０の代わりに、ＮＩＲＳ（Ｎｅａｒ　Ｉｎｆｒａ－Ｒｅｄ　Ｓｐｅｃｔｏｒｓ
ｃｏｐｙ　近赤外光脳機能イメージング装置）を使用するようにしてもよい。このＮＩＲ
Ｓは、神経活動が上がると、酸素化ヘモグロビンの相対量が上がるので、近赤外光（波長
７００～９００ｎｍ）によって酸素化ヘモグロビンの相対量を検出し、酸素化ヘモグロビ
ンの相対量が上がったことを検出すると、神経活動が上がったと判断する装置である。Ｎ
ＩＲＳは、具体的には、水素元素に電波（近赤外光）を照射する装置である。
【００５０】
　また、ＭＲＩ２０の代わりに、ＭＥＧ（脳磁計）を使用するようにしてもよい。
【００５１】
　図６は、上記実施例におけるにおい処理装置１０の変形例であるにおい処理装置１０ａ
を示す断面図である。
【００５２】
　図７は、図６のＶＩＩ－ＶＩＩ線から見た断面図である。
【００５３】
　　におい処理装置１０ａは、光ファイバ６０と、凹レンズ５１と、内管７０と、外管８
０とを有する。光ファイバ６０は、人の鼻Ｎの近傍に光を導く光導路である。図示しない
光源が設けられ、この光源は、光ファイバ６０に光を供給する光源である。なお、上記光
は、いわゆる光触媒であり、紫外線が使用される。なお、紫外線の代わりに、可視光を使
用するようにしてもよい。
【００５４】
　内管７０は、人の鼻Ｎの位置に所定のにおいを供給する経路を形成する供給管である。
外管８０は、人の鼻Ｎの位置に存在しているにおい、空気を排出する排出管である。
【００５５】
　また、鼻Ｎと外管８０とが接着され、内管７０内の気体、外管８０内の気体が外に漏れ
ない構造になっている。なお、鼻Ｎと外管８０との接着手段は、鼻Ｎと外管８０とが密着
し、内管７０内の気体、外管８０内の気体が外に漏れない構造であれば、どのような手段
であってもよい。
【００５６】
　次に、におい処理装置１０ａの動作について説明する。
【００５７】
　においを人の鼻Ｎに供給する前に、次の準備を行う。つまり、光ファイバ６０の端部（
鼻Ｎと反対の端部）を、図示しない光源に接続する。内管７０の端部（鼻Ｎと反対の端部
）を、図示しないにおい発生源に接続し、内管７０の一部に、空気導入用の開口を設ける
。また、外管８０の端部（鼻Ｎと反対の端部）を、図示しない吸引用ポンプに接続する。
【００５８】
　そして、においを人の鼻Ｎに供給する場合、上記準備が整った後に、吸引用ポンプで吸
引を開始する。これによって、におい発生源から、所定のにおいが内管７０を経由して、
人の鼻Ｎに達し、その人がにおいを感じる。所定時間、においを供給した後に、におい発
生源のドア（図示せず）を閉じ、空気のみが人の鼻Ｎに供給される。ここで、図示しない
光源が紫外線を発生し、光ファイバ６０を経由し、凹レンズ６１に達する。この凹レンズ
６１で、紫外線が拡散され、鼻の穴Ｎ１、Ｎ２の周辺を照射し、鼻の穴Ｎ１、Ｎ２の近傍
に存在しているにおいの素（においの分子）を分解し、においを消去する。紫外線が光触
媒となって、においを消去し、つまり脱臭する。
【００５９】
　におい処理装置１０ａは、人に特定の匂いを嗅がせる場合に使用する装置である。たと
えば、人に特定のにおいを嗅がせ、その反応を調べる場合に使用する。反応を調べる場合
、ＭＲＩを使用するようにしてもよい。この場合、内管７０、外管８０を非磁性とすれば
、ＭＲＩに悪影響を与えない。
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【００６０】
　また、においを鼻に供給するためだけに、におい処理装置１０ａを使用するのではなく
、薬を患者に投与する場合に使用することができる。たとえば、頭痛薬等の鎮痛剤、筋肉
弛緩剤、睡眠薬等の薬（薬品）を投与することができる。この場合、気体以外に、液体、
粉末等の粒子（薬品）であってもよい。
【００６１】
　におい処理装置１０ａにおいて、光ファイバ６０を複数本、設けるようにしてもよい。
また、光ファイバ６０が、内管７０に接着されていてもよく、外管８０に接着されていて
もよい。
【００６２】
　におい処理装置１０ａにおいて、凹レンズ６１を削除するようにしてもよい。また、凹
レンズ６１を削除し、光ファイバ６０の先端部分に、凹レンズ形状を形成するようにして
もよい。
【００６３】
　におい処理装置１０ａでは、内管７０から鼻Ｎににおい、吸気を供給し、外管８０を経
由してにおい、呼気を排出しているが、これとは逆に、外管８０から鼻Ｎににおい、吸気
を供給し、内管７０を経由してにおい、呼気を排出するようにしてもよい。
【００６４】
　さらに、におい処理装置１０ａにおいて、内管７０、外管８０の断面が略楕円形状であ
るが、楕円形状以外の形状にしてもよい。
【００６５】
　なお、上記においとして、ラベンダー等を使用すれば、患者がリラックスする。
【００６６】
　図８は、上記実施例におけるにおい処理装置１０の別の変形例であるにおい処理装置
１０ｂを示す断面図である。
【００６７】
　図９は、図８のＩＸ－ＩＸ線から見た断面図である。
【００６８】
　におい処理装置１０ｂは、におい処理装置１０ａにおいて、透明シート９０と二酸化チ
タン（ＴｉＯ２）１００とが付加された装置である。
【００６９】
　透明シート９０は、厚さがたとえば、１０μｍ～数ｍｍであり、図８には省略してある
が、外管８０の端部に固定されている。
【００７０】
　二酸化チタン１００は、光触媒であり、人の鼻の近傍に設けられる。紫外線だけでも、
においを消去する効果があるが、二酸化チタン１００に光を照射すると、光触媒の効果が
促進される。なお、二酸化チタン１００は、透明シート９０に塗布され、光ファイバ６０
、凹レンズ６１、透明シート９０を経由した光が照射される位置に設けられている。透明
シート９０の光ファイバ１０側に二酸化チタン１００を塗布すれば、透明シート９０が透
明である必要はない。
【００７１】
　におい処理装置１０ｂの動作は、基本的には、におい処理装置１０ａの動作と同じであ
るが、消臭動作がやや異なる。つまり、におい処理装置１０ｂにおいて、二酸化チタン１
００に紫外線が当たると、二酸化チタン１００の表面から電子が飛び出し、この電子が抜
け出た穴は、正孔（ホール）と呼ばれ、プラスの電荷を帯びている。上記正孔は強い酸化
力を持ち、水中に存在しているＯＨ－（水酸化物イオン）等から電子を奪う。この電子が
奪われたＯＨ－は、非常に不安定な状態であるＯＨラジカルになる。このＯＨラジカルは
、強力な酸化力を持つので、その近くに存在している有機物から電子を奪い、自分自身が
安定になろうとする。そして、電子を奪われた有機物は、結合を分断され、最終的には二
酸化炭素や水になる。
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　有機物の１つに、においがあるので、においの分子がその結合が分断され、二酸化炭素
や水になる。また、アセトアルデヒド、アンモニア、硫化水素等の悪臭も分解される。
【００７３】
　上記のように、におい処理装置１０ｂでは、二酸化チタン１００が設けられているので
、光触媒の効果が促進され、におい処理装置１０ａよりも短時間で消臭され、またにおい
処理装置１０ａよりも消臭量が多い。
【００７４】
　二酸化チタン１００の代わりに、他の光触媒を設けるようにしてもよい。
【００７５】
　図１０は、上記実施例におけるにおい処理装置１０のさらに別の変形例であるにおい処
理装置１０ｃを示す断面図である。
【００７６】
　図１１は、図１０のＸＩ－ＸＩ線から見た断面図である。
【００７７】
　におい処理装置１０ｃは、におい処理装置１０ｂにおいて、透明シート９０の代わりに
シート９１が設けられ、二酸化チタン１００の代わりに二酸化チタン１０１が設けられて
いる。
【００７８】
　シート９１は、透明でなくてもよいが、多数の透孔９１ｈを有し、セラミック等で構成
されているシートである。二酸化チタン１０１にも多数の透孔９１ｈが設けられている。
二酸化チタン１０１に透孔を設けなくてもよい。
【００７９】
　におい処理装置１０ｃにおいて、セラミックには多数の透孔４１ｈが設けられ、光ファ
イバ１０から放出された光が、この透孔４１ｈを介して、二酸化チタン５１に到達し、光
触媒の作用をおこし、においが消去される。
【００８０】
　なお、上記実施例において、光、光触媒を使用する代わりに、プラスイオンを帯びた空
気、またはマイナスイオンを帯びた空気を、においに当てるようにしてもよい。
【００８１】
　つまり、人の鼻の位置に所定の粒子を供給する経路を形成する供給管と、プラスイオン
を帯びた空気、またはマイナスイオンを帯びた空気を、上記人の鼻の近傍に供給するイオ
ン供給手段と、上記人の鼻の位置に存在している粒子を排出する排出管とを有する粒子供
給装置を想定するようにしてもよい。
【符号の説明】
【００８２】
　１００…脳の活動状態測定装置、
　１０…におい処理装置、
　１１…におい発生装置、
　１２…供給管、
　１３…排出管、
　１４…吸引装置、
　２０…ＭＲＩ、
　３０…記憶装置、
　５０…制御装置。
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